

























第 9 1 2 8 号
平成 2 年 3 月 24 日
歯学研究科歯学臨床系専攻
学位規則第 5 条第 l 項該当
ラット硬口蓋粘膜と歯肉に分布する神経に関する免疫組織化学的研究
1. 各種ペプタイド含有神経の分布について
2. 粘膜の創傷治癒過程における CalcitoninGene -Related 












いた。動物を冷 Zamboni 液にて濯流固定し，口蓋を取出し，さらに同液で後固定した。この試料を ED
TAで脱灰し，凍結切片を作製し，間接蛍光抗体法を用いて免疫染色を施し，切歯乳頭，横口蓋ひだ，硬
口蓋後部，臼歯部歯肉の各部位における Calcitonin Gene -Related Peptide (CGRP) , Neuroｭ
kinin A(NKA) , Substance P(SP) , Neuropeptide Y(NPY) , Vasoactive Intestiｭ
nal Polypept ide (V 1 P )の各種ぺプタイドを含有する神経の分布を落射型蛍光顕微鏡で観察した。
2. ラット口蓋粘膜と歯肉の創傷治癒における CGRP 含有神経線維の動態:ラット横口蓋ひだと臼歯部
口蓋側歯肉を用いた。動物を全身麻酔し，第二横口蓋ひだの左半側iζ幅 2mmで、粘膜下に到る切聞を 2 本入
れ，同部を切り取った。同時Ir. ，左側臼歯部口蓋側歯肉へ歯槽骨縁に沿った切開線を入れ，切除歯肉片を
鋭匙で丁寧に掻聴した。乙の動物を手術直後， 3 , 7 , 14 , 21 ， 28及び70日と所定の期間生かせた後，前出と
同様にして，試料を採取し，凍結切片を作製，術後の経目的な CGRP 含有神経線維の分布状態を免疫組














2. ラット口蓋粘膜と歯肉の創傷治癒における CGRP 含有神経線維の動態:横口蓋ひだにおいては，術




















その結果，口蓋粘膜と歯肉では， CGRP , NKA , SP 含有神経は主として知覚性神経の分布領域に
あり，同時に一昔日の血管にも分布している乙と， NPY や VIP は大血管に分布する神経に含有される乙
とが明らかとなった。また，口蓋粘膜や歯肉の部分切除後の創傷治癒過程において， CGRP 含有神経が
肉芽組織の形成や歯肉の接合上皮の再生に関与していることを示唆する新しい知見が得られた。
これらの知見は，口蓋粘膜と歯肉の創傷治癒に関しての神経の役割を考える上での重要な基礎資料とな
るものであり，価値ある業績と認められる。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認め
る。
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